鎌倉市自治基本条例策定市民会議４８回全体会　　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成20年9月18日（木）午後6時30分～8時30分

	場　　所　　　　　　　市役所第三分庁舎　講堂　

	出 席 者（敬称略）
市民会議会員出席者36名及び事務局（経営企画課５名）

	会議の概要

○始めに

・9月4日の議論をもとに「資料1」を作成したので確認をお願いしたい。「資料2」は論点整理を行ったもので、議論の参考としていただきたい。

・本日は市民委員会、住民投票、推進会議についての議論をしたい。
・3日前に策定委員会に意見が提出されたが、委員会では議論できていない。基本的な問題についての議論が先ではないかとの意見だが、「目的」のところで議論している内容であり、理解いただきたい。

・本日は市民の定義の問題､市民自治の原則についても議論したい。この中で条例の基本的な考え方を議論できると考える。
・全体の構想はこれだというものを先にやろうという意見を出した。これがないと部分をやっても仕様がない。

・いままでずっと話してきている中でまとめてきている。目的は条例の基本となる部分で今日議論していく。その中でも特に重要なところからやっている。

・これまで、素案に対して意見を出してきた。各班も意見を出していると思うが、それが全員に情報提供されていない。
・全ての意見を提示し、議論するのは大変な作業である。出された意見を策定委員会がまとめてそれについて議論を深めていく方式でここまでまとめてきている。課題はたくさんあるので一つ一つ順番にやっている。

・提案は情報として全員に配るのが当然だろう。

・グループの座長には配っているので、グループにはそこから回っている。

・お互いの思いだけでは進まないので意見はどこかでまとめなくてはいけない。昨年10月にまとめのたたき台を提案して自由に修正を加えて貰い、2月にその意見をまとめて今の案になっている。その後課題を一つ一つ確認し議論してきた。

・2年間かけてここまで来た。策定委員会は各グループから代表も参加しており、全てのグループの意見をまとめ、全体会に提示している。各グループへは代表からの報告もあっただろう。そういう手順でやってきている。

・策定委員会はいかに皆さんの意見をまとめるかを目的にやってきた。まとめたものをまた皆さんに諮ってきている。そこでも意見が言えるようにしてきたことを理解して欲しい。

○策定作業部会　全体討議

【目的】

・自治基本条例の目的だが市長及び執行機関の責務に「及び役割」を加筆している。地区協議会の本文は変えていないが、意見がでていたのでその意見は討議の経過の中に入れている。

・討議の経過に地方自治の意見に対して大方了承されたとあるがどのように了承されたのか。市民自治の確立の意見が多く出されたとあるが現実には多くなかったのではないか。

・日本国憲法では主権を日本国民が有することを明記している。主権者を市民とすると、日本国籍を持たない人も主権者であると認めたことになり不適切である。主権者の文言を削除して欲しい。
・市民自治については、自治基本条例を制定している14自治体のうち地方自治の領域を広く捉えているのは13自治体で、１自治体のみ市民自治としている。

・市民の中身が分からない。

・市民の定義は今後きちんと議論する。

・市民自治については、まちづくり条例にするか、市民自治確立のための条例にするかの議論は以前あったが市民自治がしっかりすればまちづくりもできるとの考え方でこうなった。歴史と自然が生きる安心して暮らせる個性豊かな鎌倉のまちを作ることが目的という原案だった。それが市民自治を確立することを目的とするとなった。

・鎌倉に住んでいる人であれば外人でも良いのか。

・基本的には市民は日本国籍を有する20歳以上の市内在住の者をいう。

・「確認」とはこれで確定するからその確認をしたいということか。

・⇒文面の了解をしていきたいと考える。

・⇒一つ一つの項目を確認して次に進んで欲しいという声があった。あちこちで積み残しをしていくと行ったり来たりになるので、まとめを行い、確認を取りながら進める。

・会則を決めた際、「やむをえない場合は出席者の過半数以上の同意を必要とする」ことは否決されている。したがって多数決で決めることはできないのではないか。

・目的に反対。目的は「市民自治の確立」になっているが、制度を作ることが目的だ。市民自治は結果としてそうしたものを運用する上での基盤になる。市民自治の意味だが、市民自治の典型が、行政との対応、議会との対応のように見える。６グループが提案した21条などはどうなったのか知りたい。

・「討議の経過」中、「自治体運営のしくみを定め」と明記することが、「大方の確認となった」というのは大げさではないか。
・「自治体運営のしくみ」は地方自治法で定める問題で、われわれは「市政運営のしくみ」が重要だ。自治体はあいまいな言葉だ。「市政運営のしくみを定め、市民自治を確立する」とすべきでは。
・「誰が主権者か」については日本国憲法に明記されている。日本国籍を持たない人は主権者ではない。

・外国人も一緒にまちを良くしていくことに関わって欲しいし、関わるべきだと思う。国籍のあるなしで区別することは理解できない。

・自治基本条例は市民自治を確立するためにあることを確認した。市民という言葉は外国人も含めどんどん使われている。アカデミックな世界では外人も含めて使われている。自治を行うのは市民なので市民自治の確立は入れて欲しい。また、自治体よりは市政運営の言葉を使った方がいい。

・市民については今まで何回も議論してきたと認識している。鎌倉市の基本条例なので当然市民が主権者である。国際的にも名の知られている鎌倉で外人を除外するのはおかしい。主権者である市民の権利、役割を基本条例の目的にしているのでこれで納得できる。

・大綱案中、「市民」という言葉が使われており、「住民」は住民投票くらいだ。普遍的な言葉として市民を使ってよい。市民自治の確立については、市民自治とは市民が主権者である政治のあり方をいうとあるが、これは現在確立していない。だから市民自治の確立に触れるべきである。

・会則については、案が３つあり、多数決ができなくなったわけではない。

・両論併記との意見があるが、それは無責任だ。これだけの年月をかけて議論してきたのだから、少なくとも多数決の意見は全体の意見を代表するものとして扱うべきである。意見の完全一致は困難であり、多数決は当たり前と思う。

・会則委員会から申し上げる。6条の「出席者の過半数以上の同意」は否決され保留となっている。従前から多数決により決してきた実績もあり、結果としてそれが生きていると理解している。
・出席者の過半数で決めるということがまだ生きているなら、幹事会も策定委員会も全て虚構になる。

【地区協議会】

・地区協議会について前回意見をもらった。市民参加の考え方と論点で課題となってきたものをまとめてみたのが資料2となる。これを物差しにすると議論が集中するのではないかという趣旨で作ってある。

・地区協議会の「地区」は行政区と混同されやすいので、地域協議会とすべきであると発言したが、何故通らなかったのか。

・市と市民と最初に書かれているが、どう理解するのか分からない。

・「討議の経過」に自治会長の意見を聞くべきとの意見があり、「これからも鋭意行われる」とあるがこれは誰が行うのか。

・「さらなる具体化は条例化の後」としているが、条例とは基本条例か個別条例か。
・⇒名称の地区協議会は当初、地域協議会だったが自治法と混同するおそれがあるので変更した。

・⇒「市と市民」は協働の意味を含むが、分かりづらいので整理は必要かと思う。
・⇒藤沢は13地区あり、暮らしまちづくり協議会と呼んでいる。名前はどうあれ、こうした協議会を作るべきか否かを決めたい。

・将来的にもみんなで苦労して作りあげていくものになる。今は大枠ができていればよい。基本条例ができた時、地区協議会は大切な情報交換の場になるだろう。良い情報は自分の地区に取り込める。問題点は早く流れることによって団結も生まれる。

・名称は実態が伴えば何でもいい。地区協議会を設置できることをもっとはっきり書いた方が良い。

・市民自治の確立にコミュニティは大事な部分なので地区協議会は必要だ。

・地区協議会の名称を地域づくり協議会にした方が分かり易い。地域協議会は必要であり、エリアは小学校区が良い。条例で決めれば地区をまとめていける。市も関わるので財政保証もでき、住民の生活を守る諸条件もできてくる。これは必要な条例だと考える。

・この条項は不要である。代表性を持つことができるか、はなはだ疑問である。また、たった2行では初めて見た人は何の事か分からない。枠がないので後から作る地区協議会は何でもありになり、勝手なものになる。市民の自主性に任せるのではなくて、市が率先してやるようにという意見もあるが、一方で市の干渉を排除していこうという意見もある。まったく矛盾している。

・第5グループでは賛成でずっときた。市民の自発性が大事なので、地域づくり協議会の名称が良いと考える。市と市民の表現が分かりづらいので、「市民は地域づくり協議会を設置し、市に登録することができる」とし、市との関係性、認知のパイプができるものとする。
・地域に関してはマスタープランの11地区または小学校区がいいのではないか。
・この内容では弱い。別途条例で育てるくらいにして良い。
・議会の定数について議員から面白い発言があった。地域で自治の仕組が充実してきたら、議員の定数を減らしてもいいというものだ。世界には予算化できる地域自治もあり、議員の数が少ないものもある。地域協議会を進め、議員の数を減らすまで高めていけると良い。

・協議会の意義については理解いただけたと思う。地域で他の意見を聞くのも大事かもしれない。各地域で今まちづくりが行われているが、こうしたものをまとめていける協議会に育っていければ良い。

	特 記 事 項
１　次回の鎌倉市自治基本条例策定市民会議の予定
　　第49回全体会

　　　日時：平成20年10月9日（木）午後6時30分～8時30分

　　　場所：本庁舎４階　４０２会議室


